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KDDIデジタルセキュリティ株式会社

ホームページ
https://www.lac.co.jp/

「LAC WATCH®」では、最新の 
セキュリティ情報やラックの 
取り組みを発信して 
います。

事業所・支店

東陽町オフィス
〒135-0016 
東京都江東区東陽2-2-20 
東陽駅前ビル2F

ラックテクノセンター秋葉原
〒101-0024
東京都千代田区神田和泉町1-3-4
青木ビル3F

名古屋オフィス
〒460-0002  
愛知県名古屋市中区丸の内3-20-17  
KDX桜通ビル16F

福岡オフィス
〒812-0011　
福岡県福岡市博多区博多駅前3-9-1 
大賀博多駅前ビル5Ｆ

ラックテクノセンター北九州
〒802-0001 
福岡県北九州市小倉北区浅野3-8-1 
AIMビル8F

シンガポール支店
80 Robinson Road #10-01A 
Singapore 068898
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―ネットワーク社会の進展により、時間的にも空間的にも地球は小さくなっていく―

株式会社ラック
Corporate Profile



独立系ITベンダーとして
30年以上の長い歴史
大手銀行・地銀や大手保険会社など、
金融機関向けの基盤システムや
ITインフラを長年にわたり開発

セキュリティ対策の
リーディングカンパニー
大手企業・官公庁向けに、 
コンサルティング、診断、監視・運用など、 
高い技術を持つエンジニアがサービスを提供

ラックは、トップレベルの
セキュリティ技術を駆使した
ITトータルソリューションにより、
豊かで安全な未来創りに
貢献します。

1986年9月
旧ラック設立

1995年4月
情報セキュリティ事業を開始

1987年5月
エー・アンド・アイ システム設立

1998年7月
サイバー攻撃手法トレーニングを開始

2002年2月
セキュリティ監視センター「JSOC®」を開設

2007年10月
経営統合
ラックホールディングス設立
2009年4月
ジャスダック証券取引所に上場

「サイバー救急センター」を開設
「ラック セキュリティアカデミー」を開設

2010年5月
本社を東京都千代田区平河町に移転

2012年4月
子会社3社を吸収合併
新生ラック誕生
2013年12月
KDDIとの業務・資本提携強化

2014年1月
研究部門「サイバー・グリッド・ジャパン」
を開設

2018年7月
シンガポール支店を開設

「アジャイル開発センター」を開設

2019年1月
「ラックテクノセンター北九州」を開設

2021年5月
 「ラックテクノセンター秋葉原」を開設

2021年6月
 「金融犯罪対策センター（FC3）」 
を開設



衛
ま も

る。
それが私たちの使命。
セキュリティ対策のリーディングカンパニーとして、緊急対応をはじめ、セキュリティ診断や

セキュリティ体制の構築・運用支援、24時間365日のセキュリティ監視まで、 

トータルソリューションにより、サイバー攻撃からお客様を衛ります。

セキュリティ
サービス

コンサルティング

緊急対応

監視・運用

教育・訓練

診断

コンサルティング
サイバー空間における攻防の最前線で得られた知
見を結集し、セキュリティ体制の構築の支援や運用
をお手伝いします。

教育・訓練
セキュリティ知識習得に向けた教育プログラムを提
供しています。講演やオンライン講習、より実践的な
セキュリティ演習など、お客様のスタイルにあわせて
受講していただけます。

緊急対応
緊急事態に際し、情報セキュリティのエキスパート
集団であるサイバー救急センター®が迅速に対応し
ます。

診断
攻撃者の視点から様々な疑似攻撃を考察・試行す
ることで、サイバー攻撃のリスクがある脆弱性を見
つけ出し、対策を支援します。

監視・運用
巧妙化する不正アクセス通信の分析や不正侵入検知
後のインシデント対応まで、監視センター「JSOC®

（Japan Security Operation Center）」が24時間
365日リアルタイムで監視します。

トータルサービス
高度な技術を持つ 

セキュリティエンジニアが
サポート



実現する。
それが私たちの誇り

全工程にわたる一貫したサービス提供
検討段階から要件定義、設計・開発、試験、運用、保守まで、一貫したサー
ビスを提供します。クラウド環境下に対応した開発など、各工程でお客様
のご要望にあわせたサービスも提供しています。

プラットフォーム

業務 
分析

要件 
定義

インフラ 
設計

システム 
設計

上流工程から下流工程、運用、保守まで一貫したサービスの提供

システム 
製造試験 運用 保守

ミドル 
ウェア 基盤

アプリ 
ケーション

基盤・ミドルウェア・アプリケーション開発まで幅広く対応
メインフレームからスマートフォンアプリの開発まで、幅広いプラットフォー
ムの基盤構築とネットワークの設計構築を提供します。

大手金融機関向け基盤システム開発で培われてきた基盤構築のノウハウと、 

最先端技術を活用したデジタルトランスフォーメーションにより、お客様のビジネス成長の実現に取り組みます。

SIサービス



ともに、イキル。
日本の未来に向けて。
将来を担うセキュリティ人材の育成に向けて、数々のセキュリティイベントの運営に参画しています。

また、サイバー攻撃に対応する現場の知見をもとにした各種レポートによる情報発信も行うなど、

セキュリティ業界の発展に貢献しています。

社会活動

セキュリティ啓発のための情報発信
最前線のサイバー攻撃に対する動向について各種レポートで情報提供しています。
• JSOC INSIGHT　• CYBER GRID VIEW　• CYBER GRID JOURNAL
• サイバー救急センターレポート　• セキュリティ診断レポート

ホームページ「LAC WATCH®」で、最新のセキュリティ情報を発信しています。
• 注意喚起　• テクニカルレポート

JSOC®見学ツアーのご案内
日本最大級の規模を誇るセキュリティの要所「JSOC®」の見学ツアーを開催しており、サイバー
セキュリティの“今”に触れることができます。

セキュリティ人材育成への取り組み
独自での若手技術者の発掘に加え、業界の数々の取り組みを支援しています。

ITスーパーエンジニア・サポート
プログラム “すごうで®”
若者ならではの柔軟な発想を大
切にし、才能の開花をバックアッ
プする目的で、2013年度から実
施しています。

SECCON
有望な人材（ホワイトハッカー）の
発掘・育成や、日本の情報セキュ
リティレベルの引き上げを目標と
したイベントに、2013年開始当初
から参画しています。

セキュリティ・キャンプ
次世代のITリーダーを育成する
試みに賛同し、2004年開始当
初から、企画・運営に参画してい
ます。

Hardening Project
「衛る技術」の価値を最大化する
ことを目指した、複数チームによ
る競技形式のセキュリティイベン
トに、2012年開始当初から参
画しています。

特別技能CTFチャレンジ
サイバーセキュリティに関する知識や技術を競うオンライン競技（CTF：
Capture The Flag）を独自に実施しています。インターンシップの優先
参加や職場見学など、将来に備えたキャリア検討の支援などを行ってい
ます。



株式会社ラック

代表取締役社長

私たちは、「国を衛る」という熱い想いを、一貫して

持ち続けてきました。1995年に今日のような情報社

会の到来を予見し、情報セキュリティ事業を他に先駆けて

立ち上げて以来、情報技術革命の進展にあわせて巧妙化、多様

化するサイバー攻撃の最前線に立ってノウハウを蓄積してきました。

セキュリティファーストによるお客さまへの対応を通じて着実に実績と信

用を積み重ねてきた私たちは現在、サイバーセキュリティ分野のリーディング

カンパニーとして評価いただけるまでになりました。そして、「国を衛る」という使

命感は、今もラックのDNAとして脈々と受け継がれています。

現在、AIやIoTなどの新たなテクノロジーの登場によって、私たちは大きな社会変革の時

代を迎えています。サイバー空間とフィジカル空間を融合した新たな経済社会「Society 5.0」

の実現に向けた官民一体となった取り組みも行われています。あらゆる産業の構造や、人びと

の暮らしが革命的に変化するこれからの時代、サイバー攻撃には社会基盤そのものを機能不

全にする危険性が潜んでいます。

　私たちは業界屈指のセキュリティ技術を駆使し、先端テクノロジーを活用するインテグレー

ターとして、世界で挑戦する企業をはじめ、デジタルトランスフォーメーションに対応する企業

を支えることで、豊かで夢のある社会づくりに貢献していきます。

　私たちはこれからも、社会になくてはならない存在であり続けるために、高い志を胸に、常に

進化を続けるとともに、持続可能性の高い経営を目指してまいります。

会社概要
商号 
英文名 
所在地 

設立 
資本金 
従業員数 

株式会社ラック
LAC Co., Ltd.
〒102-0093
東京都千代田区平河町2丁目16番1号
平河町森タワー
2007年10月1日

26億4,807万5,000円

連結: 2,233名
個別: 1,723名

（2023年6月1日現在）

役員
取締役会長 髙梨 輝彦
代表取締役社長 西本 逸郎
取締役 船引 裕司 井深 円 土屋 奈生
社外取締役 村井 純   中谷 昇 佐々木 通博

村口 和孝
常勤監査役 伊藤 信博
社外監査役 蜂屋 浩一 関根 良太

（2023年6月21日現在）
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企業理念

進化し続けることで成長し、
持続可能性の高い経営により、 
社会にとってなくてはならない
存在を目指します。

社長メッセージ

■ 売上高（左軸）　■ 営業利益率（右軸）




